
活動プログラム展開案⑥＜小学校＞

「友達のトラブルを解決する方法を練習しよう」

◆本時のねらい

・トラブル解決のポイントを使って、友達のトラブルを解決する方法を練習することができる。

◆授業前の取り扱い

・ペアやグループをつくる場合は意図的な構成を行い、児童の心理的な負担をできる限り減らすよ

うに配慮する。役割演技のときは、児童の特性を踏まえて役割の順番を意図的に決めておく。

・本時の内容について配慮を要する児童がいる場合は、本時の活動の内容や流れを事前に知らせて

おく。

・２つのシナリオは事前に配っておき、どちらをするかグループで決めさせる。

◆展開（本時で使用する ～ は、展開案の後に示しています。【スライド１】 【スライド11】

なお、スライド資料を使用せずに、板書することも可能です ）。

学習活動 教師の働き掛け(○) 予想される児童の反応（・） 指導上の留意点

１．前時の学習につい ・ は、授【スライド１ 【スライド２】 スライド１】】 【

て振り返る。 ○前の時間は 「友達２人の間でトラブルが起きた 業前に提示しておく。、

【２分】 ときにどのようにすればよいか」について学習し 前時の練習場面を想起

ました。トラブル解決のポイントを確認します。 させながら、スライド

を見てトラブル解決の

ポイントを押さえる。

【トラブル解決のポイント】

① ２人の真ん中に立つ

② トラブルを解決するために、間に入って

よいか２人にＯＫをもらう

③ 相手の話を最後まできくことを確認する

④ ２人の言い分を確認しながら交互にきく

⑤ 自分の考えや意見を出さない

※トラブルが解決しない場合は、大人に話す

【スライド３】２．本時のめあてを知

る。 ○今日は、トラブル解決のポイントを使って、友達

【５分】 のトラブルを解決する方法を練習していきます。

○前回の学習では１回練習をしました。そのとき、

「間に入る役が難しかった 「本当のトラブルの」

ときに間に入ることが実際にできるか分からな

い」といった感想がありました。確かに難しいで

すが、Ｃさんの話の聴き方は、普段の生活でも生

かすことができるものですし、もめごとを見過ご

さず少しでも関わろうとする意識が皆さんの中に

広がれば、学校生活がより良くなると思います。

【本時のめあて】 友達のトラブルを解決する方法を練習しよう

３．トラブル解決のポ ○今日はシナリオを２つ用意しています。グループ ・２つのシナリオは事前

イントに気を付けな で選んだシナリオで練習しましょう。 に配っておき、どちら

がら練習する。 を練習するかグループ

【25分】 で決めさせておく。

・ワークシートと役割カ

佐賀県教育センターピア・メディエーション(小)６展開案等－1

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談



佐賀県教育センターピア・メディエーション(小)６展開案等－2

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

ード、ニコマークとニ

コニコマークのセット

を配付し、練習シナリ

オを机上に出させる。

【スライド４ 【スライド５】】

○２つのトラブルの場面を全員で確認します。 ・身の回りでも、このよ

うなトラブルの場面が

あることを確認する。

【トラブルの場面①】

そうじをまじめにやっていたかやっていないかで、ＡさんとＢさんがもめています。

それに気付いたＣさんが２人に声を掛けようとしています。

【トラブルの場面②】

列に割り込んだか割り込んでいないかで、ＡさんとＢさんがもめています。それに

気付いたＣさんが２人に声を掛けようとしています。

○トラブル解決のための５つのポイントに気を付け

ながら練習しましょう。

【スライド６】

○練習をするときの約束を確認します。

・恥ずかしがらない

・冷やかさない

・よいところを見つける

【スライド７】

○４人グループになり 「もめている役 （２人） ・役割の交代の仕方を提、 」

と「間に入る役 「見守る役」に分かれて練習 示しておく。」、

します。 ・台詞が長いため、練習

今日は 役を交代しながら全部の役を体験します をする前に自分の役割、 。

の台詞に線を引いたり

全員で役割読みをした

りするなど、学級の実

態に合わせて準備を行

う。

○練習の流れを説明します。 ・ もめている役 「間「 」

」「 」役割演技をします。１つの役割が終わったら互い に入る役 見守る役

に拍手をして、役割カードを外し席に戻ります。 の役割カードを首に掛

席に戻ったら 見守る役 の人は 間に入る役 ける。、「 」 「 」

の人に良かったところを伝えます 間に入る役 ・立ってロールプレイを。「 」

の人はワークシートに記入します。これが１回目 行う。そのとき「もめ

の練習です。 ている」役の２人の立

ち位置を決めておき、

その間にＣが入ってく

るように指示する。

【スライド８】

○時計回りに役を交代しながら、全部の役を体験し ・ 見守る役」は「間に「



佐賀県教育センターピア・メディエーション(小)６展開案等－3

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

ます 「見守る役」の人は 「間に入る役」の人 入る役」がトラブル解。 、

をよく見て、４～５つのポイントができていたら 決のポイントを使って

ニコマークを、さらにポイント以外に工夫してい いたかどうかに目を向

。「 」るところがあったらニコニコマークを出してくだ けさせる 見守る役

さい。後で、できていたポイントや良かったとこ にニコマークとニコニ

ろを「間に入る役」の人に伝えてください。 コマークのセットを持

たせ 「間に入る役」、

が話し終わったらどち

らかを出すように指示

しておく。

○全員終わった後は役割カードを外して、拍手をし ・役割から降りて、演じ

て席に着きましょう。練習の仕方は分かりました た役割や相手に対して

か。 抱いた感情を引きずら

ないように、一度気持

ちを切り替えさせる。【場面①シナリオ】

Ａ：ねえＢさん、ちゃんとそうじしてよ。

Ｂ：は？ちゃんとやってるけど。

Ａ：うそばっかり。遊んでいたでしょ。

Ｂ：だから、ちゃんとそうじしてたって。うるさいなぁ。

Ｃ：ちょっと待って。何？どうしたの？なんかすごくもめてるけど。

Ｂ：私はちゃんとそうじしていたのに、Ａさんが私に遊んでたって言

うの。

Ａ：だって、遊んでばっかりでそうじやってないでしょ。

Ｃ：分かった、分かった。もめてるんだよね、今。

Ａ：うん。

Ｂ：うん。

Ｃ：じゃあ、そのもめていることを解決したいと思うんだけど、ちょ

っと話に入らせてもらっていいかな。

Ａ：うん。

Ｃ：Ｂさんもいい？

Ｂ：うん、いいよ。

Ｃ：ありがとう。じゃあ、いっしょに解決していこう。

Ａ：うん。

Ｂ：うん。

Ｃ：話をきかせてもらう前に１つ、相手の話を最後まできくという

ルールを守ってほしいんだけど。Ａさん、できる？

Ａ：がんばってみる。

Ｃ：Ｂさんは？

Ｂ：じゃあ、私もがんばる。

Ｃ：よし、じゃあ、このルールを守って、話をきかせてね。どっちか

ら話をきこうかな。

Ａ：じゃあ、私から言っていい？

Ｃ：Ｂさん、Ａさんから言ってもらっていいかな。

Ｂ：うん、いいよ。

Ｃ：じゃあ、Ａさんお願いします。

Ａ：私は、Ｂさんがちゃんとそうじをせずに、ふざけてたから注意し

たんだけど。

Ｂ：(話をさえぎるように)ふざけてません！

Ｃ：あっ、Ｂさん。ちょっと待って。

。約束したルール覚えてる？相手の話を最後まできくんだったよね

だから、ちょっとがまんしてくれるかな。

Ｂ：うん、そうだった。

Ｃ：その言いたかった気持ちとか、言いたかったことは覚えておいて

ね。次にＢさんの番が回ってくるから、それまでちょっと待って



てね。

Ｂ：うん、分かった。

Ｃ：Ｂさん、ありがとう。

Ｂ：うん。

Ｃ：じゃあ、Ａさん。続きをお願いします。

Ａ：Ｂさんがちゃんとそうじをせずに、ふざけていたから注意したん

だけど、Ｂさんはきいてくれなくて。

Ｃ：Ｂさんがふざけていたから注意したとＡさんは言ってるけど、Ｂ

さんはどう？

Ｂ：いや、私はふざけず、ちゃんとそうじしてたよ。

それなのに、Ａさんが変な言いがかりを。

Ｃ：Ｂさんはちゃんとそうじをしていたって言ってるけど、Ａさん、

どうかな?

Ａ：Ｂさんは、同じところばかりやってて、まじめにやっているよう

には見えなくて。

Ｃ：Ａさんは、Ｂさんが同じところばかりそうじしているから、まじ

めにやっているようには見えなかったって言ってるけど･･･。

Ｂさん、どうかな?

Ｂ：確かに、考え事してたからまじめにやってないように見えたかも

しれないけど、ふざけてたんじゃないし、遊んでもなかったよ。

、 。 、Ｃ：Ｂさんは 考え事をしながらそうじをしていたんだって Ａさん

どう？

Ａ：考え事していたなんて知らなかった。

、 。Ｃ：Ａさんは Ｂさんが考え事をしていたなんて知らなかったんだって

Ｂさん、どう？

【場面②シナリオ】

Ａ：ねぇＢさん！割り込まないで、ちゃんと後ろに並んでよ。

Ｂ：は？割り込んでないよ。

Ａ：うそばっかり。割り込んだでしょ。見てたもん。

Ｂ：なんで？ちゃんと並んでたよ。うるさいなぁ。

Ｃ：ちょっと待って。何？どうしたの？なんかすごくもめてるけど。

Ｂ：私はちゃんと並んだのに、私が割り込んだってＡさんが言うの。

、 。Ａ：だって みんな並んでるのにＢさんが割り込むから悪いんでしょ

Ｃ：分かった、分かった。もめてるんだよね、今。

Ａ：うん。

Ｂ：うん。

Ｃ：じゃあ、そのもめていることを解決したいと思うんだけど、ちょ

っと話に入らせてもらっていいかな。

Ａ：うん。

Ｃ：Ｂさんもいい？

Ｂ：うん、いいよ。

Ｃ：ありがとう。じゃあ、いっしょに解決していこう。

Ａ：うん。

Ｂ：うん。

Ｃ：話をきかせてもらう前に１つ、相手の話を最後まできくというル

ールを守ってほしいんだけど。Ａさん、できる？

Ａ：がんばってみる。

Ｃ：Ｂさんは？

Ｂ：じゃあ、私もがんばる。

Ｃ：よし、じゃあ、このルールを守って、話をきかせてね。どっちか

ら話をきこうかな。

Ａ：じゃあ、私から言っていい？
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Ｃ：Ｂさん、Ａさんから言ってもらっていいかな。

Ｂ：うん、いいよ。

Ｃ：じゃあ、お願いします。

Ａ：私は、Ｂさんが順番を守らずに列に割り込んできたから注意した

のに、Ｂさんが怒って･･･。

Ｂ：(話をさえぎるように)割り込んでません！

Ｃ：あっ、Ｂさん。ちょっと待って。

。約束したルール覚えてる？相手の話を最後まできくんだったよね

だから、ちょっとがまんしてくれるかな。

Ｂ：うん、そうだった。

Ｃ：その言いたかった気持ちとか、言いたかったことは覚えておいて

ね。次にＢさんの番が回ってくるから、それまでちょっと待って

てね。

Ｂ：うん、分かった。

Ｃ：Ｂさん、ありがとう。

Ｂ：うん。

Ｃ：じゃあ、Ａさん。続きをお願いします。

Ａ：Ｂさんが列に割り込んできたから、注意したの。

Ｃ：Ｂさんが列に割り込んだから注意したとＡさんは言ってるけど、

Ｂさんはどう？

Ｂ：いや、私が列に並ぼうとしたときは、後ろにだれもいなかったか

ら、そこに並んだだけだよ。それなのにＡさんが突然注意してき

て。

Ｃ：Ｂさんは、後ろにだれもいなかったから、そこに並んだって言っ

てるけど、Ａさん、どうかな?

Ａ：後ろにも並んでいたよ。それなのにＢさんがそこに入ってきたか

ら注意したんだよ。

Ｃ：Ａさんは、後ろにも並んでいる人がいたから注意したって言って

るけど、Ｂさん、どう?

、 。 、Ｂ：Ｂさんは 後ろに並んでいたのは知らなかったんだって Ａさん

どう？

４．グループ練習につ ○グループの練習で良かったところを紹介してくだ ・トラブル解決の仕方の

いてのシェアリング さい。 良かった児童を数名紹

をする。 介して、トラブル解決

【５分】 ○先生が見付けた「トラブル解決名人」を紹介しま のポイントを再確認す

す。 る。ポイント以外でも

工夫している点を紹介

する。

【スライド９ 【スライド10】５．本時の学習を振り 】

返る。 ○今日の学習を振り返ります。ふりかえりシートに ・ふりかえりシートを配

【５分】 記入しましょう。 付する。

【スライド11】

○今日の学習の気付きや感想を発表しましょう。 ・ふりかえりシートに記

・もめている２人の話を交互に聴くことは難しか 入したことをグループ

った。 で発表し合った後に、

・ 間に入る役」で、もめている２人の間に立つ 全体の場で発表させ「

ことは勇気がいるけれど、公平に話を聴くこと る。机間指導をしなが

ができると思う。 ら児童が書いている内

・学級でもめている人たちがいたら、解決できる 容を確認して、発表す

ように間に入ってみたい。 る児童がいない場合
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は、それを紹介しても

よい。

６．プログラム全体を ○これまで「トラブルが起きるときにどのような気 ・これまで学習してきた

振り返る。 持ちをもつか 「トラブルが起きないようにする 活動プログラム全体を」

【３分】 ためにはどのようにすればよいか 「トラブルが 想起させ、学習してき」

起きたときにはどのようにすればよいか」につい たことを今後に生かす

て学習してきました。 ことができるように声

これから、学校の中で腹が立ってイライラしたり 掛けをする。

ムカムカしたりすることがあるかもしれません。

また、小さなトラブルが起きるかもしれません。

でも、もしトラブルが起きても、これまでの学習

を生かしてトラブルを話合いで解決できるように

なるとよいですね。

◆評価の視点

・トラブル解決のポイントを使って、友達のトラブルを解決する方法を練習することができたか。

◆授業後の取り扱い

・児童の感想を朝の会や帰りの会、学級通信などで紹介する。

・学習したポイントを学級内に掲示し、折に触れて確認する。

・学級通信などで活動の内容を紹介し、家庭での様子を見守っていただくようにする。

・学年間で活動内容等を共有し、学校生活における児童の様子を観察する。

【めあて】友達のトラブルを解決する方法を練習しよう

板書計画(６時目)

【前時のふりかえり】

※前時の学習で使用した
資料などを提示します。

【スキルのポイント】

① ２人の真ん中に立つ
② トラブルを解決するために、間に入って
よいか２人にＯＫをもらう
③ 相手の話を最後まできくことを確認する
④ ２人の言い分を確認しながら交互にきく
⑤ 自分の考えや意見を出さない
※トラブルが解決しない場合は、大人に話す

※ポイントは「・」や「①②③・・・」
などで示します。それ以外に
児童からヒントとなる意見が出
された場合も、下方に板書して
おきます。

【練習するときの約束】 【役割と進め方】

Ａさん Ｂさん

間に入る役

見守る役

※練習がスムーズに進められるように、役割の進め方を掲示したり
相互評価のやり方の説明を板書したりします。

① 役割えんぎをする

② 役割カードを外し、互い
に拍手する

③ 見守る役は間に入る役
に良かったところを伝える

④ 間に入る役はワークシー
トに記入する
(①～④を全員する) 

【相互評価の説明等】
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【ニコマーク＆ニコニコマーク】

※原寸大
※それぞれの表情を２枚ずつ厚紙に印刷し、その間に割り箸を挟んで仕上げます。

ニコマーク ニコニコマーク

【役割カード】

見守る役

※厚紙に印刷し、２つの穴にひもを通して仕上げます。
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【役割カード】

もめている役

※厚紙に印刷し、２つの穴にひもを通して仕上げます。

【役割カード】

間に入る役

※厚紙に印刷し、２つの穴にひもを通して仕上げます。

佐賀県教育センターピア・メディエーション(小)６展開案等－8

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談



平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【スライド１】

本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

(●印のとき、アニメーションを動かす)

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

前の時間は、「友達２人の間でトラブルが起きたときにどうすればいいか」に
ついて学習しました。

トラブル解決のポイントを確認します。
① ２人の真ん中に立つ
② トラブルを解決するために、間に入ってよいか２人にOKをもらう
③ 相手の話を最後まできくことを確認する
④ ２人の言い分を確認しながら交互にきく
⑤ 自分の考えや意見を出さない
※ トラブルが解決しない場合は、大人に話す

【スライド２】
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【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

今日は、トラブル解決のポイントを使って、友達のトラブルを解決する方法を練習
していきます。

前回の学習では１回練習をしました。そのとき、「間に入る役が難しかった」

「本当のトラブルのときに間に入ることが実際にできるか分からない」といった感想があ
りました。

確かに難しいですが、Ｃさんの話の聴き方は、普段の生活でも生かすことができるもの
ですし、もめごとを見過ごさず少しでも関わろうとする意識が皆さんの中に広がれば、
学校生活がより良くなると思います。

今日はシナリオを２種類用意しています。
グループで選んだシナリオで練習しましょう。

【スライド３】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

２つのトラブルの場面を全員で確認します。

１つ目は・・・そうじをまじめにやっていたかやっていないかで、ＡさんとＢさんが
もめています。
それに気付いたＣさんが２人に声を掛けようとしています。

【スライド４】



平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

２つ目は・・・列に割りこんだか割りこんでいないかで、ＡさんとＢさんがもめて
います。
それに気付いたＣさんが２人に声を掛けようとしています。

トラブル解決のための５つのポイントに気を付けながら練習しましょう。

【スライド５】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

練習するときの約束を確認します。

・はずかしがらない
・冷やかさない
・良いところを見付ける

【スライド６】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

４人グループになり「もめている役」（２人）と「間に入る役」、「見守る役」に
分かれて練習します。
今日は、役を交代しながら全部の役を体験します。

練習の流れを説明します。

① 役割演技をします。
② 一つの役割が終わったら互いに拍手をして、役割カードを外し自分の席に
戻ります。

③ 席に戻ったら、「見守る役」の人は「間に入る役」の人に良かったところを
伝えます。

④ 「間に入る役」の人は、ワークシートに記入します。

これが１回目の練習です。

【スライド７】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】
（●印の時、アニメーションを動かす）

●時計回りに役を交代しながら、全部の役を体験します。

「見守る役」の人は、「間に入る役」の人をよく見て、４～５つのポイントができて

いたらニコマークを、さらにポイント以外に工夫しているところがあったらニコニコマーク
を出してください。
後で、できていたポイントや良かったところを「間に入る役」の人に伝えてください。

全員終わった後は役割カードを外して、拍手をして席に着きましょう。
練習の仕方は分かりましたか。

(終了後)
グループの練習で良かったところを紹介してください。

先生が見付けた「トラブル解決名人」を紹介します。

【スライド８】



平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

今日の学習を振り返ります。

【スライド９】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

ふりかえりシートに記入しましょう。

【スライド10】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

今日の学習の気付きや感想を発表しましょう。
・もめている２人の話を交互に聴くことは難しかった。
・「間に入る役」で、もめている２人の間に立つことは勇気がいるけれど、公平に
話を聴くことができると思う。
・学級でもめている人たちがいたら、解決できるように間に入ってみたい。

これまで「トラブルが起きるときにどのような気持ちをもつか」「トラブルが起きないよう
にするためにはどのようにすればよいか」「トラブルが起きたときにはどのようにすれば
よいか」について学習してきました。

これから、学校の中で腹が立ってイライラしたりムカムカしたりすることがあるかもしれ
ません。また、小さなトラブルが起きるかもしれません。でも、もしトラブルが起きても、
これまでの学習を生かしてトラブルを話合いで解決できるようになるとよいですね。

【スライド11】


